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一
般
質
問

除染モデル実証事業（金房小・西部グラウンド）

今村　 裕 議員

除
染
効
果
は

除
染
効
果
は

本
当
に
あ
る
の
か

本
当
に
あ
る
の
か
?!?!

議員のつぶやき
未

問　

高
線
量
地
区
や
阿
武

隈
山
系
等
の
除
染
は
難
し
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

線
量
が
高
く
な
る
と

い
う
外
的
影
響
が
な
い
限

り
、
除
染
効
果
は
あ
る
と

思
う
。

問　

警
戒
区
域
解
除
後
、

実
際
市
民
は
い
つ
頃
戻
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
何
月
頃
と

申
し
上
げ
る
状
況
に
な
い
。

問　

今
の
ま
ま
で
は
不
安

が
大
き
く
、
子
や
孫
を
戻

問　

こ
れ
ま
で
公
共
施
設

や
学
校
の
除
染
、
更
に
除

染
に
か
か
る
モ
デ
ル
実
証

事
業
等
を
行
っ
て
き
た
が
、

そ
の
効
果
の
確
認
や
検
証

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

除
染
後
、
継
続
し
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
る
が
、
現
時
点
で
は
除
染

効
果
は
維
持
し
て
い
る
。

問　

除
染
後
、
線
量
が
下

が
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
半
年
後
、
一
年
後
に

維
持
で
き
て
い
る
か
が
問

わ
れ
る
所
だ
。
結
果
、
ま

た
線
量
が
上
が
っ
た
場
合

の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
等
、
専
門
家
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　

い
つ
ま
で
、
ど
ん
な

数
値
を
維
持
す
れ
ば
安
全

と
認
識
し
、
市
民
に
帰
還

を
促
す
の
か
。

答　

専
門
家
の
意
見
も
分

か
れ
て
い
る
の
で
、
一
概
に

言
え
な
い
が
、
将
来
的
に
は

年
間
１
㍉
sv
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

賠
償
と
弁
護
団
結
成
に

関
す
る
市
の
基
本
姿
勢

❷ 

警
戒
区
域
解
除
の
認
識

と
今
後
の
見
通
し

❸ 

福
島
原
発
の
現
況
と
有

事
の
際
の
対
応
策

せ
る
状
況
・
環
境
が
整
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
帰
還
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
必
要
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

除
染
を
確
実
に
行
い
、

医
療
・
福
祉
・
教
育
・
雇

用
の
確
保
に
よ
り
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
務
め
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
い
。

質問を終えて
　この期に及んでも、政
策論争でなく政局を睨ん
だ動きに終始している国
は本当に呑気なもんだ。

鈴木 昌一 議員

市
が
取
り
組
む

市
が
取
り
組
む

地
域
医
療
再
生
と
は

地
域
医
療
再
生
と
は

議員のつぶやき
未

然
統
合
も
視
野
に
入
れ
た

検
討
と
な
る
。
小
高
区
の

現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
地

域
協
議
会
で
協
議
し
て
い

く
。

問　

市
立
総
合
病
院
に
設

置
さ
れ
た
「
南
相
馬
市
医

療
再
建
会
議
」
は
、
地
域

医
療
全
体
の
再
建
を
標
榜

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
医
師
確
保
と
い
う
困

難
な
課
題
に
、
民
間
医
療

機
関
と
共
同
歩
調
で
取
り

組
む
と
い
う
実
態
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
市
立
病

院
経
営
の
重
点
項
目
に
医

療
連
携
を
掲
げ
て
い
る
こ

と
と
は
裏
腹
に
、
公
立
病

院
と
し
て
の
大
義
名
分
の

み
を
振
り
か
ざ
す
姿
勢
に

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
の
で
な
い
か
と
考
え
る

が
。

答　
「
再
生
会
議
」
の
設

置
に
あ
た
り
、
市
内
医
療

機
関
へ
の
文
書
に
よ
る
趣

旨
説
明
や
、
呼
び
か
け
を

行
っ
た
経
過
は
な
い
。

問　

東
日
本
大
震
災
と
原

発
事
故
と
い
う
複
合
災
害

が
も
た
ら
し
た
医
療
崩
壊

は
、
つ
い
に
急
性
期
を
担

う
基
幹
病
院
の
域
外
移

転
、
流
出
を
招
く
結
果
と

な
っ
た
。
帰
還
が
待
た
れ

る
市
民
の
安
全
・
安
心
を

担
保
す
る
民
間
医
療
機
関

の
再
生
支
援
に
、
市
が
独

自
に
取
組
む
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保

は
地
域
医
療
界
共
通
の
課

題
だ
が
、
急
性
期
医
療
を

中
心
に
、
市
立
総
合
病
院

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
増

大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

地
域
医
療
を
取
巻
く
現
状

を
勘
案
し
な
が
ら
対
応
す

る
。

問　

県
は
浜
通
り
地
方
の

医
療
復
興
計
画
と
し
て
、

市
立
総
合
病
院
が
取
り
組

む
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
支
援
す
る
と
し
て
い

る
が
、
小
高
病
院
の
統
合

を
前
提
と
し
た
も
の
か
。

答　

構
想
段
階
だ
が
、
当

質問を終えて
　多額の市税で支える公
立病院こそ、公共性とい
う規範に自覚的であらね
ばならない！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
経
営
形
態
の

見
直
し
に
つ
い
て

❷ 

災
害
公
営
住
宅
の
あ
り

方
と
入
居
基
準
の
緩
和

に
つ
い
て

急性期医療の再構築を！
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一
般
質
問

渡部 寛一 議員

ヨ
ウ
素
剤
の

ヨ
ウ
素
剤
の

全
世
帯
配
備
を

全
世
帯
配
備
を

議員のつぶやき
未

民
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
時
に
国
等
の
指
示
待

ち
、
誰
が
責
任
を
取
る
の

か
と
い
う
問
題
で
は
な

い
。

　

ヨ
ウ
素
剤
は
放
射
性
ヨ

ウ
素
か
ら
甲
状
腺
被
ば
く

線
量
を
低
減
化
し
、
甲
状

腺
が
ん
を
予
防
す
る
目
的

で
服
用
す
る
。
そ
の
効
果

は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
を
取

り
込
む
直
前
ま
た
は
直
後

で
な
い
と
期
待
で
き
な
く

な
る
。
ヨ
ウ
素
剤
投
与
は

時
間
と
の
勝
負
で
あ
る
。

答　

30
㎞
圏
域
は
屋
内
退

避
、
避
難
を
最
優
先
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。

問　

第
一
原
発
の
廃
炉
が

完
了
す
る
ま
で
の
間
、
い

つ
甚
大
な
放
射
性
物
質
の

大
量
放
出
が
あ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
。
あ
ら
ゆ
る

事
象
を
想
定
し
て
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

昨
年
の
原
発
事
故
直

後
、
小
高
区
で
は
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
配
布
を
し
よ
う

と
し
た
が
、
区
民
に
配
布

す
る
い
と
ま
が
な
か
っ

た
。

　

南
相
馬
市
は
、
即
刻
全

世
帯
に
ヨ
ウ
素
剤
を
配

布
・
配
備
す
べ
き
だ
。

答　

国
の
原
子
力
防
災
指

針
見
直
し
で
検
討
さ
れ
て

お
り
、
状
況
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
。

問　

検
討
の
ま
ま
だ
。
な

ぜ
市
独
自
の
判
断
で
各
世

帯
配
備
が
で
き
な
い
の

か
。

答　

副
作
用
、
投
薬
指
示

の
基
準
、
誰
が
責
任
を
取

る
か
等
が
分
か
ら
な
い
。

問　

下
痢
、
嘔
吐
の
可
能

性
は
あ
る
。
し
か
し
、
市

問　

屋
内
退
避
、
避
難
の

と
き
に
、
ヨ
ウ
素
剤
を
誰

が
ど
う
や
っ
て
配
る
の

か
。
い
わ
き
市
で
や
っ
て

い
る
こ
と
を
、
な
ぜ
南
相

馬
市
に
で
き
な
い
の
か
。

答　

指
摘
の
点
を
ふ
ま

え
、
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

質問を終えて
　　市民の生命とくらし
を守ることが、全ての判
断基準。はがゆい。

緊急被ばく医療研修の
ホームページより引用

山田 雅彦 議員

市
長
が
描
く

市
長
が
描
く

今
後
の
南
相
馬
市
像
は

今
後
の
南
相
馬
市
像
は

議員のつぶやき
未

南相馬市復興計画

で
「
脱
原
発
」
と
唱
え
て

い
る
。
原
発
に
頼
ら
な
い

新
し
い
社
会
を
自
ら
で
築

い
て
い
く
と
い
う
強
い
想

い
を
込
め
て
い
る
。
例
え

ば
、
米
作
り
の
た
め
の
条

件
や
、
別
な
作
物
を
栽
培

で
き
る
条
件
を
整
備
し
、

生
き
る
力
を
与
え
て
い
き

た
い
。
医
療
、
介
護
、
福

祉
環
境
の
充
実
や
、
教
育

水
準
の
向
上
に
必
要
な
教

育
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
教

育
の
充
実
を
進
め
た
い
。

問　

震
災
前
や
他
地
域
と

比
べ
、
市
民
の
生
活
支
援

な
ど
が
ど
の
よ
う
に
優
位

と
な
る
地
域
を
描
い
て
い

る
か
。
市
長
の
構
想
を
伺

う
。

答　

復
興
計
画
は
市
民
が

将
来
に
向
け
て
夢
と
希
望

を
抱
き
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
を
作
る
こ

と
が
前
提
で
あ
る
。
震
災

前
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
同
時

に
、
市
民
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

医
療
・
福
祉
、
教
育
環
境

も
含
め
て
充
実
を
図
り
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
よ
う
推
進
し

て
い
く
。

問　

仕
事
は
？
教
育
は
？

健
康
は
？
老
後
は
？
な

ど
色
々
な
不
安
を
抱
え
る

方
々
に
対
し
て
市
長
自
身

が
考
え
る
地
域
の
将
来
像

を
今
示
す
べ
き
だ
が
い
か

が
か
。

答　

新
た
な
産
業
政
策

を
進
め
る
と
い
う
意
味

問　

原
発
事
故
を
踏
ま
え

た
今
後
の
企
業
誘
致
の
考
え

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

新
た
な
工
業
団
地
造

成
を
前
提
に
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
や
地

元
機
械
金
属
産
業
と
の
連

携
が
期
待
で
き
る
ロ
ボ
ッ

ト
関
連
産
業
、
放
射
線
対

策
関
連
を
中
心
に
誘
致
を

図
る
考
え
で
あ
る
。

質問を終えて
　私が考える福島、郡山、
いわき、仙台間40分圏構
想を引き出したかった。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

急
激
な
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
に
つ
い
て

❷ 

納
税
意
識
の
維
持
に
つ
い

て


